
（別添）

【費用対効果の算定内容】

１．費用対効果の算定根拠

２．統一的な事項

①費用及び便益の現在価値化

②便益の計測方法

③施設の耐用年数

３．費用項目（Ｃ）

　費用対効果分析については、『水産基盤整備事業費用対効果分析のガイドライン』（平成22年11月改訂　水産庁漁港漁場整備
部）に基づき行った。

　投資額、耐用年数期間に発生する年間便益を、現在価値化して用いる。なお、現在価値化の基準年は、平成23年とし、社会
的割引率は4％とする。

総費用、総便益の算出方法
○総費用
　総費用は、各年度ごとの投資額及び維持管理費を現在価値化した和である。
　　C=Σ（Cn×Rn）＝事業着手年度の費用C×その年度の社会的割引率R＋1年後のC＋1年後のR＋2年後のC×2年後のR
　　　　                        ・・・・・＋耐用年数最終年度のC×その年のR
○総便益
　総便益は、各項目ごとの年間便益が対象施設の耐用年数期間中、継続して発生することとする。
　　Ｂ＝Σ（Bn×Rn）＝便益発生初年度の便益B×その年度の社会的割引率R＋1年後のB×1年後のR＋2年後のB×2年後のR
　　　　                          ・・・・・＋耐用年数最終年度のB×その年のR
　　　Cn：n年後の年度に要する費用　　Bn：n年後の年度に発生する便益　　Rn：n年後の年度の社会的割引率

　消費者余剰法（漁業者や地域住民等が漁港施設等を利用したときの直接の利用便益を計測）により算出する。

　原則として、漁港施設は５０年、漁場施設は３０年とする。

主な項目
費用

（百万円）
総費用

（百万円）
主な内容

整理番号 H23－ 11

《 費 用 対 効 果 分 析 説 明 資 料 》

事業名 水産流通基盤整備事業 地区名等 三沢

漁港施設 ○施設整備に要する費用 計

・三沢漁港（外郭・係留・輸送・用地）

○維持管理に要する費用

※供用開始から50年間　1百万円/年・漁港

漁場施設 ○施設整備に要する費用

・三沢魚礁漁場

４．便益項目（B）

５．費用対効果分析の結果

=《再々評価時》 B/C= 14,868 百万円　/ 9,604 百万円 1.55

合計 637,235 14,868

漁業外産業への効果 1,530 35 出荷過程における流通業の生産量増加

漁獲物付加価値化の効果 29,538 564 蓄養水面確保に伴う付加価値の向上

漁業就業者の労働環境改善効果 169,692 3,241 漁業就業者の労働環境改善

水産物生産コストの削減効果 435,375 11,002
船溜まり整備による漁船の耐用年数の延長
港内移動による時間経費の削減
浮体式係船岸による陸揚げ時間の短縮　　等

漁獲可能資源の維持培養効果 1,100 26 魚礁漁場整備による生産量増加

主な項目
年間便益
（千円）

総便益
（百万円）

主な内容

50

79 118 79

79

合計 7,420 9,604

7,341 9,486 7,291

7,291
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事業名

【位置図】

【計画平面図】

三沢漁港 施行場所：三沢市大字三沢字浜通
漁港管理者：青森県　　事業主体：青森県

水産流通基盤整備事業 地区名
漁港・
漁場名
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L=90.0m

L = 2 40 . 2 4 m
- 4 .0 m 岸 壁

5

-3 . 0m岸 壁 　 L = 17 8. 0 m

1
1

16

E道路 L=37.0m

F道路 L=37 .0m

H
道

路
 
L
=1

9
4
.7

m

1
4

1
3

15

B 道 路  L = 6 8 9 . 1 m

道
路

敷
　

L
=2

0
2
.0

m

39

(空
)

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

M
道

路
 L

=
1

19
.0

m

①沖防波堤(新設) L=350m

20

7 8

176

9

1
0

L =
65
0m

沖防波堤 L=15.0m

L
=
2

00
.0

m

L =
90
m

L=35.0m

凡　　　　　例

H14～H22施行

H13まで施行済

H23予定

H24～残計画

その他
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地区名
漁港・
漁場名

【代表的な施設の構造図】

・沖防波堤

・－３ｍ岸壁(浮体式) ・－４ｍ岸壁

・船揚場

事業名 水産流通基盤整備事業 三沢
三沢漁港

三沢魚礁漁場

6000

2
30
0

5800

約
0
.8
m

100

16
0

100

防舷材V-250 H×1000L

コーナー保護材150 150

15
0

係船ビット

HWL CDL＋1.452 36
0

・道路 ・魚礁

表層工（細粒度アスコン13F)t=3cm
表層工（細粒度アスコン13)t=3cm

路盤工（再生砕石RC-40)t=10cm
表層工（密粒度アスコン20F)t=4cm

上層路盤工（粒調砕石M-40)t=10cm

下層路盤工（再生砕石RC-40)t=10cm

14.00

1.00 3.00 3.00 2.50 2.00 2.50

可変勾配側溝500型

可変勾配側溝300型

ナトリウムランプ

(110W)

道路照明灯

6000

2
30
0

5800

約
0
.8
m

100

16
0

100

防舷材V-250 H×1000L

コーナー保護材150 150

15
0

係船ビット

HWL CDL＋1.452 36
0
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地区名
漁港・
漁場名

【航空写真、状況写真】

（H19.8撮影）

事業名 水産流通基盤整備事業 三沢漁港三沢

波浪による防波堤越波状況 低気圧の通過により港内が荒れている状況
漁船が安全に係船出来ないため避難している

船揚場用地が狭隘なため漁船の維持管理、簡易修繕に支障をきたしている。

漁船が安全に係船出来ないため避難している

安全に係船ができる岸壁が不足しているため、外郭施設（突堤）
にも係船している。

イカ釣り船が漁港内に次々と入港している状況。陸揚岸壁が混
雑し陸揚げ作業が出来ないため港内で順番を待っている。
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